
HOBO Micro Station (H21-USB) マニュアル 

21619-B 

HOBO Micro Station は、複数の場所で微気象のマルチチャンネル監視を必要とするア

プリケーション用に設計された耐候性データロガーです。このバッテリー式ロガーは

頑丈でコンパクトなデザインになっており、5つのプラグアンドプレイ スマートセン

サーをサポートします。ロガーの内蔵マウントタブを使用して、ロガーを杭、平面、ま

たはマストにすばやく取り付けることができます。HOBOware を使用すると、ロガーの

設定、ステータスの確認、グラフや分析用データのダウンロードを簡単に行えます

(www.onsetcomp.com/hoboware-free-download から入手可能)。 

仕様 

動作環境 -20°～50°C (-4°～122°F)、アルカリ電池の場合 

-40°～70°C (-40°～158°F)、リチウム電池の場合 

スマートセンサーコ

ネクター 

5 

スマートセンサーデ

ータチャンネル 
最大 15（複数のデータチャンネルを使用しているスマートセンサーも

あります。詳細についてはセンサーマニュアルを参照）  

スマートセンサーネ

ットワークケーブル

長 

最大 100 m（328 フィート） 

ロギングインターバ

ル 

1 秒～18 時間 

開始モード 即時、一定間隔、プッシュボタン、または遅延開始 

記録モード いっぱいの場合に停止または上書き 

記録容量 512 KB 不揮発性フラッシュデータストレージ 

時間精度 最初のデータポイントでは0〜2秒、一週間で±5秒、25°C (77°F) におい

て 

バッテリータイプ 単 3 1.5Ｖアルカリ電池 4個、-20°から 50°C（-4°〜122°F) の動作条件

単 3 1.5Ｖ5 V リチウム電池 4本、-40°～70°C（-40°～158°F）の 動作

条件 

バッテリー寿命 1年間、典型的な使用（ロギングインターバル 1分以上で最大 5つのセン

サー） 

通信タイプ USB 2.0 インターフェイス 

フルメモリーダウン

ロード時間 

4 分 

エンクロージャアク

セス 

1 つのラッチでヒンジドドア固定。ユーザーが南京錠を使用するための

アイレット付き。 

材質： 外装エンクロージャ：ステンレス製のヒンジピン付きポリカーボネート

/PBT ブレンドガスケット：シリコンフォーム;ケーブルチャンネル:EPDM

ゴム 

寸法 17.04 x 11.94 x 4.47 cm (6.71 x 4.70 x 1.76 in.) 以下の図を参照

。南京錠穴直径：0.58 cm（0.23 in.） 

重量 414 g (14.6 oz) 

環境レーティング 耐候性エンクロージャ、NEMA 4X および IP66 

 

ＣＥマークは、この製品が関係する全ての EU 指令に適合していること

を示します。 

HOBO Micro Station 

H21-USB 

付属品： 

• 1.5 V 単三アルカリ電池 4

本 

• ゴム栓 

• グリースパケット 

• ネジとワッシャー 

• 結束バンド 

必要なもの： 

• HOBOware 
• USB ケーブル 

• Onset® スマートセンサー 

オプション項目: 

• リチウム電池 (HWSB-LI) 

• アース線 (CABLE-MICRO-G) 

• 2m 三脚 (M-TPB) 

• 3m 三脚 (M-TPB) 

• 1.5m 取り付けポール  

(M-MPB) 

• 1-5/8 インチ Uボルト 

(U-BOLT-KIT2) 

スマートセンサーとアクセサリ

ーは、www.onsetcomp.com から

入手できます。 
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ロガー構成部品および動作 

  

ステーションドア：これは、バッテリーと電子機器を覆

う、ヒンジ付き保護ドアです。 

スマートセンサーコネクター：これらの入力ジャックを使

用して、図のように最大 5 つのスマートセンサーを接続し

ます (Micro Station の設定と起動を参照してくださ

い)。スマートセンサーによっては、複数のデータチャン

ネルがあります (詳細については、センサーマニュアルを

参照してください)。 

取付穴：ロガーの上下にある内穴または外穴を使用して取

り付けます（ロガーの配置及び取り付けを参照）)。 

ケーブルチャンネル：このゴムケーブルチャンネルを使用

してスマートセンサーケーブルまたはゴムプラグを挿入し

て耐候性シールとします (ロガーの配置および取り付けを

参照)。 

USB ポート：このポートを使用して、ステーションを USB

ケーブル経由でコンピュータに接続します。 

南京錠のラッチ:このラッチを使用して、安全のために 

1-3/16 インチの南京錠をロガーに取り付けます。 

開始ボタン：このボタンを 3秒間押すと、[オンボタンプ

ッシュ (On button push] を開始するように設定されてい

るとロガーが起動します（Micro Station の設定と起動を

参照)。ロガーが開始ボタンが押されるのを待っていると

きに、ボタン開始 LED が点滅します。ロギングを開始する

場合は、ボタンを押すとすべての LED が点滅します。 

バッテリホルダー：単三電池の場所が図示されています

(バッテリー情報を参照))。 

アース線ポート:ロガーの背面にあるこのポートを使用し

て、アース線（CABLE-MICRO-G）を接続します。ロガーの
配置及び取り付けを参照してください。 

17.04 cm 

(6.71 in.) 

11.94 cm 

(4.70 in.) 

4.47 cm 

1.76 in

アース線ポート 

開始ボタン

バッテリーホルダー

取り付け穴 

LED 

LED

USB ポート 

ステーションドア 

スマートセンサーコネクター 

ケーブルチャンネ

ル 

取り付け穴 

南京錠のラッチ 
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LED: ロガーの動作や状態を示す 7つの LED があります。

次の表の説明をご覧ください。 

LED 説明 

バッテリー残量

低下 

この LED は、バッテリー電力が容量の 25％未

満になると点滅します。バッテリー交換の詳

細についてはバッテリー情報を参照してくだ

さい。 

メモリー不足 この LED は、使用可能なメモリーが 25％未満

になると点滅します（メモリーがいっぱいに

なったときにロガーがロギングを停止するよ

うに設定されている場合）。 

エラー この LED は、センサーの通信障害が発生した

ことを示します。OKLED とこのＬＥＤが一緒

に点滅している場合、通信エラーがあったこ

とになります。システムは回復しましたが、

断続的な問題があるかもしれません。この

LED だけ点滅している場合、少なくとも一つ

のセンサーが現在通信を行なっていません。

ロガーを読み出し、できるだけ早く問題を調

査してください。詳細についてはトラブルシ
ューティングを参照してください。 

遅延スタート この LED は、ロガーが特定の日付/時間または

次のインターバルで開始するように設定され

ている場合に点滅します。 

ボタンの開始 この LED は、ロガーがプッシュボタンスター

トで設定されている場合に点滅します。開始

ボタンを3秒間長押しすると、ロギングを開始

します。 

センサーアクテ

ィビティ 

この LED は、ロガーとセンサー間の通常の通

信中に点滅します。 

OK この LED は、ロギング中に 2秒ごとに点滅し

ます。 

Micro Station の設定と開始 

ステーションを設定するには、以下の手順に従ってく 

ださい。 

1. 電池を取り付けます。ロガードアを開き、4本の単３

電池を正しい方向に取り付けます。詳細についてはバ
ッテリー情報を参照してください。 

2. スマートセンサーを差し込み、ゴム製ケーブルチャン

ネルを取り付けます。 

重要: 屋外の耐候性が求められる環境や過酷な室内

環境では、ゴム製ケーブルチャンネルを適切に取り

付ける必要があります。 

a. どの方向に取り付けられているかを確かめてからゴ

ムケーブルチャンネルを取り外します。 

 

b.スマートセンサーをコネクターに差し込みます。複

数のスマートセンサーを使用する場合は、一番左ま

たは一番右のコネクターを接続してから順番にコネ

クターを接続すると、作業が容易になります。 

c. 各スマートセンサーケーブルに少量のシリコーングリ

ース（豆粒ほどの大きさ）を軽く塗ります。チャンネ

ルに入るケーブルの部分だけをグリースで塗ります。

ケーブルチャンネルの底面と両面も軽く塗ります。 

d.ケーブルをケーブルチャンネルに取り付けます。ケ

ーブルを穴に入れられるように各穴の上にはゴムの

切り込みがあります。切り込みが上向きで、かつキ

ーが下向きになり、センサーコネクター近くに来る

ようにケーブルチャンネルが向いていることを確認

します。このようにすると、次の手順で正しく取り

付けが行えます。チャンネルの端を少し曲げて切り

込みを広げ、対応しているセンサーコネクターに並

んでいる穴にケーブルを押し込みます。追加のセン

サーについても同じ手順を繰り返します。 

e. ケーブルチャンネルを再び取り付けます。底部のキー

が、上の図で示されているロガーエンクロージャのノ

ッチに挿入されていることを確認します。ケーブルチ

ャンネルが適切に装着されると、上部はロガーエンク

ロージャの縁と同一平面になります。必要に応じてケ

ーブルのたるみを調整し、以下に示すように最小限の

ケーブルがケース内に収まるようにします。 

 
正しく設置されると、ケーブルチ

ャンネルはロガーエンクロージャ

の端面と同一平面になります 

ゴム製ケーブル

チャンネル 

ケーブルチャンネルの底

部にあるキーが取り付け

られているノッチ 
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f.使用するスマートセンサーの数が 5個未満の場合、

ゴム製のプラグを使用してケーブルチャンネルの空

の穴を埋めるようにしてください。少量のグリース

をゴム製プラグに軽く塗ります。プラグの細い部分

を穴に挿入します。プラグの細い端部をケースの内

側から引き抜きながら、プラグの太い部分が穴を埋

めるまで、プラグのもう一方の端部を外側から押し

ます。 

 

3. HOBOware を設定します。このロガーは HOBOware と通信

するために USBケーブルを使用していますが、各 H21-

USB ステーションのシリアル COMポート用にソフトウェ

アとコンピュータを設定する必要があります (コンピ

ュータにシリアルポートがない場合でも必要です)。

HOBOware 3.7.11 以降が推奨されています。 

重要: USB 2.0 仕様では、0°C（32°F）から 50°C 
（122°F）の範囲外の動作は保証されていません。 

HOBOware をインストールまたはアップグレードする必

要がある場合： 

a.USB ケーブルを使用してロガーをコンピュータに接

続します。デバイスハードウェアドライバは、H21-

USB ロガーが初めて接続されたときに自動的にイン

ストールされます。これには数分かかる場合があり

ます。 

重要：デバイスハードウェアドライバのインストー

ル中は、コンピュータをインターネットに接続する

必要があります。デバイスドライバは、コンピュー

タごとに 1回だけインストールする必要がありま

す。H21-USB Micro Station で別のコンピュータを

使用する必要がある場合は、このインストールを繰

り返す必要があります。デバイスハードウェアドラ

イバのインストールに問題が発生した場合は、

www.onsetcomp.com/support/contact から、Onset 

テクニカルサポートにお問い合わせください。 

b.HOBOware を www.onsetcomp.com/hoboware-free-

download からダウンロードし、ソフトウェアをイン

ストールします。 

c.HOBwareware セットアップアシスタントが表示され

たら、デバイスの種類として [USB およびシリアル

デバイス (USB and serial devices)] を選択しま

す。COM ポートが表示されます。残りの設定アシス

タントの手順を完了し、[OK] をクリックします。 

HOBOware が既にインストールされている場合: 

a. USBケーブルを使用してロガーをコンピュータに接続

します。デバイスハードウェアドライバは、H21-USB

ロガーが初めて接続されたときに自動的にインストー

ルされます。これには数分かかる場合があります。 

重要：デバイスハードウェアドライバのインスト

ール中は、コンピュータをインターネットに接続

する必要があります。デバイスドライバは、コン

ピュータごとに1回だけインストールする必要があ

ります。H21-USB Micro Station で別のコンピュー

タを使用する必要がある場合は、このインストー

ルを繰り返す必要があります。デバイスハードウ

ェアドライバのインストールに問題が発生した場

合は、www.onsetcomp.com/support/contact から、

Onsetテクニカルサポートにお問い合わせくださ

い。 

b.HOBOware を開きます。File メニュー（Windows）ま

たは HOBOware メニュー（Macintosh）から、[環境設

定（Preferences)] を選択します。 

c.HOBOware の環境設定で、[通信（Communications)]

を選択します。[デバイスの種類（Device Types)] 

をクリックし、[USB およびシリアルデバイス(USB 

and serial devices)] が選択されていることを確認

します。 

d.[シリアルポート（Serial Ports)] をクリックしま

す。[シリアルポート（Serial Ports)] に新しい

COM ポートが表示され、Micro Station 用に使用され

ます。新しい COM ポートの横にあるボックスがチェ

ックされていることを確認します。 

e.[環境設定（Preferences] で [OK] をクリックしま

す。 

注：3.7.10 以前のバージョンの HOBOware を使用して

いる場合は、異なる H21-USB ステーションをコンピュ

ータに接続するたびに上記のように [環境設定

(Preferences)] で COM ポートを有効にする必要があり

ます。 

4. ロガーを起動します。 

a.HOBOware の[デバイス (Device)] メニューから、 

[起動（Launch)] を選択します。 

b.ロガーを読みだしたときにデフォルトファイル名と

して使用される配置名 (オプション) を入力しま

す。名前を入力しない場合、ロガーのシリアル番号

が使用されます。 

c.配置に関して、2,000 字までの情報をユーザーメモ

として入力できます (オプション)。 

d.プラグインしたすべてのセンサーがロガー起動 

(Launch Logger) ウインドウにリストされているこ

とを確認します。これらのセンサーが記録されま

す。センサーは、シリアル番号で昇順に並びます。

このウインドウが開いている間に、センサーを追加

したり、取り除き、更新(Refresh）ボタンをクリッ

クしてください。センサーリストが更新されます。 

e. センサーごとにラベルを入力します (オプション)。 

f. フィルター（Filters）ボタンをクリックすると、一

日あたりの平均温度などの追加フィルターシリーズ

を作成できます。フィルター処理されたシリーズ

ケーブルチャンネルの空の穴

にプラグの細い端部を挿入し

ます 
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は、ロガーを読み出したり、データをプロットする

と、利用可能となります。 

g. スケーリング（Scaling）ボタンをクリックすると、

スケーリングをサポートするセンサーにスケーリン

グを追加できます（オプション)。 

h.ロギングインターバルは、1秒から最大 18 時間 12

分 15 秒まで選びます。 

i.サンプリングインターバルを選びます (オプショ

ン)。サンプリングインターバルを設定するとき、

ステーションは所定のロギングインターバル内で複

数の測定を行い、それらを平均して、単一の記録デ

ータポイントを作成します。これは、測定平均処理

をサポートしている以下のスマートセンサーのみの

オプションです。温度 (S-TMB-M0xx)、PAR (S-LIA-

M003)、太陽放射 (S-LIB-M003)、気圧 (S-BPA-CM10

および S-BPB-CM50)、4-20 mA 入力 (S-CIA-

CM14)、12-bit 電圧入力 (S-VIA-CM14)、FlexSmart 

TRMS モジュール (S-FS-TRMSA-D)。お使いのスマー

トセンサーが測定平均処理をしていないなら、バッ

テリー電力が不必要に消耗しないようにサンプリン

グインターバルを無効に指定ください。 

j.ロギング開始時期を選んでください。 

• [即時 (Now)]。ロギングは直ちに開始します。 

• [一定間隔 (At Interval)]：選択したロギングイ

ンターバルに従い、次の一定間隔で記録を開始し

ます。 

• [日付/時刻指定 (On Date/Time)]。指定した日

付および時間から記録を開始します。 

• [プッシュ ボタン (Push Button)]。ロガーのボ

タンを 3秒長押しすると記録を開始します。 

• [ロガーに設定を保存（Save Settings in 

Logger)]。ロギングは開始しませんが、選択さ

れた起動設定が後程保存されます。 

k.ロギング停止時期を選んでください。 

• [メモリーがいっぱいになるまで（When Memory 

Fills)]。ロガーのメモリーがいっぱいになるま

でデータ記録を続けます。 

• [停止しない（いっぱいになったら上書き）

(Never (Wrap When Full))]。ロガーは最新のデ

ータを一番古いデータに上書きしながら、無期

限にデータ記録を続けます。 

l.[開始（Start)] ボタンをクリックして、ロガーに

設定を読み込みます。ロギングは、選択した設定に

基づいて開始されます。ロガーをプッシュボタンで

開始するよう設定した場合、ロギングを開始する準

備ができたら、ロガーのボタンを 3秒間押します。 

ダウンロードの詳細については、ロガーの読み出しをご覧

下さい。配置ガイドラインと取り付け指示については、ロ
ガーの配置と取り付けを参照してください。 

ロガーの読み出し 

ロガーから取得したデータをダウンロードするには： 

1. ロガーのドアを開け、USB ケーブル付きのコンピュー

タに接続します。 

2. HOBOwareの [デバイス(Device)] メニューから、[読み

出し（Readout)] を選択します。ロガーが記録を取って

いるなら、停止するかまたは記録を続けるかを選びま

す。 

3. 読み出しが完了したら、データをプロットします。 

データの取り扱いの詳細については、HOBOware ヘルプ

を参照してください。 

注：3.7.10 以前のバージョンの HOBOware を使用している

場合は、異なる H21-USB ステーションをコンピュータに接

続するたびに Micro Station の設定と開始に説明されてい

るように新規の COM ポートを有効にする必要があるかもし

れません。 

ロガーメモリー 

ロガーは512KBの不揮発性メモリーを含みます。これはバッ

テリーが取り外されても、メモリーは保持されます。メモリ

ーの最大10KBまでが設定保存のために使用され、残りは、

データ保存のために使用されます。HOBOwareは、ロギング

インターバルと接続されているセンサーの数とタイプに基づ

き、メモリーがいっぱいになるまでどれほどの期間 (ランタ

イム)、データを記録できるかを計算します。以下の数字

は、ロガーが使用するビット数の合計に基づき、いくつかの

ロギングインターバルについての予想されるランタイムを示

したものです。この数字は、ロガーが使用する各センサー測

定ごとのサンプル当たりのビット数を加算して決定していま

す。たとえば、温度センサー（12ビット)、風速（16ビッ

ト）と2台の温度/RHセンサー（各22ビット）をもつMicro 

Stationは合計72ビットを使用します。サンプル毎のビッ

トについては各センサーマニュアルで仕様を確認してくださ

い。 

 

センサーの追加と削除 

ロガーが停止している間、あるいは、ロガーが特定の日付

/時間にログインするように設定、あるいはプッシュボタ

ンスタートでログインするように設定してあるため、ロガ

ーが開始を待っている場合、センサーを追加または取り外

すことができます。スマートセンサーをロガーに追加また

は取り外すには： 
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1. ロガーのドアを開け、USB ケーブル付きのコンピュー

タに接続します。 

2. HOBOware でロガーの読み出しおよび停止を行います。 

3. ゴム製ケーブルチャンネルを取り外し、外したいスマ

ートセンサーを外します。 

4. 追加する各スマートセンサーケーブルに少量のシリコ

ーングリース（豆粒ほどの大きさ）を軽く塗ります。 

5. ケーブルチャンネルの穴を通して、スマートセンサー

ケーブルを通します。 

6. スマートセンサーを差し込み、ケーブルチャンネルを

再び取り付けます。ゴム製プラグを使って、Micro 
Station の設定と開始に説明してあるように空の穴を

埋めます。 

7. HOBOware でロガーを設定し、それを再び開始させま

す。 

注： 

• ロガーがロギングしているときにセンサーを取り外

すと、次のロギングインターバルでエラー（Error）

ステータスライトが点滅します。そのセンサーのデ

ータは、読み出しで失われたまたは誤りであるとし

て表示されます。 

• ロガーがロギングしているときにセンサーを追加す

ると、無視されます。ロギングは、他のセンサーに

ついては通常通り継続します。 

• ロガーは最大 100 メートル（328 フィート）のスマ

ートセンサーネットワークケーブルを使って作動す

ることができます。これはセンサーケーブルのデジ

タル通信部分となります。複数のセンサーを使って

いるなら、センサーマニュアルの仕様で示されてい

る各スマートセンサーネットワークケーブルの長さ

を確認し、合計の長さが 100 メートル（328 フィー

ト）を超えないようにしてください。 

ロガーの配置と取り付け 

ロガーの配置と取り付けについてのこの章のガイドライン

とステップに従ってください。 

配置ガイドライン 

ロガーを配置する場合： 

• ロガーを配備場所に設置したら、ロガーが垂直状態を

保つようにしてください。これは、ケーブルエントリ

に水がたまらないようにするためです。 

• できれば、ラジオ/テレビ/マイクロ波タワーやそれら

の機器のすぐそばの場所は避けてください。まれな状

況では、強い電磁妨害により、センサーネットワーク

エラーを引き起こすことがあります。 

• 使用しているセンサーの追加ガイドラインについては、

センサーマニュアルの取り付け注意を守ってください。 

• 風速/方向センサーを使っている場合、あるいは、ステ

ーションをルーフに取り付けたり、稲妻が落ちる可能

性がある場合、接地線（CABLE-MICRO-G）を使用してく

ださい。接地線の取付けを参照してください。 

• ゴムケーブルチャンネルを経由して、すべてのスマ 

ートセンサーケーブルをしっかりと取り付けてくださ

い。ケーブルチャンネルのどんな空の穴も、ゴム製プ

ラグで埋めて、ステーションが耐候性になるようにし

てください。Micro Station の設定と開始を参照して

ください。 

• ステーションケースの中や、ケースの外側 1フィート

以内に、余分のセンサーケーブル線をコイル状にして

保管しないでください。 

• ケーブルとワイヤーを導管で保護してください。むき

出しのケーブルは、齧歯動物によって噛まれることが

あります。 

• すべての取り付けたスマートセンサーの合計ケーブル

長が 100 m（328 フィート）を超えないようにしてく

ださい。 

• ロガーへのアクセスを制限できるよう南京錠の使用を

考えてください。ドアを閉めて、ドアの右側でラッチ

を通して、南京錠をかけ、ロックしてください。 

接地線の取り付け 

接地線（CABLE-MICRO-G）を使っているなら、ロガーの裏

の接地線ポートに取り付けてください。接地線と一緒に供

給されているネジとワッシャーを使ってポートに取り付け

てください。 

• 三脚またはマストにロガーを取り付ける場合、オプシ

ョンのＵボルト（U-BOLT-KIT2）を使ってください。

Ｕボルトの片側にあるナットの一つの下に接地線を付

けてください。 

• 金属ポストにロガーを取り付ける場合、ホースクラン

プまたは 1-5/8 インチＵボルトを使って、接地線をメ

タルポストにクランプしてください。 

• 平らな表面に取り付ける場合、接地線を正しく接地し

てください。接地線のため、ロガーが表面に対して平

らでなくなる可能性があります。ネジを締めるとき、

ケースを曲げないように注意してください。 

 

ロガーの取り付け 

内蔵の取り付けタブを使って、ロガーを取り付けるのに 3

つの方法があります。 

• 外穴と 1-5/8 インチのサドル-クランプＵボルト 2セッ

トを使ってロガーを三脚またはマストに取り付けます

(これは、マストへの取り付けで推奨される方法です)。

サドルクランプがないＵボルトを使用しないでくださ

い。取り付けタブが曲がって、ハウジングを損傷した

り、耐候性シールが形成されない可能性があります。サ

接地線をここ

に接続してく

ださい。 
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ドルクランプの平らな部分が、取り付けタブに面してい

なければなりません。 

 

 

• 付属の結束バンドと内部穴 2セットを使って、ロガ

ーを PVC パイプまたはマストに貼リ付けます。 

• 付属のネジとワッシャーと外部穴 2セットを使って、

ロガーを壁または平面に貼リ付けます。 

保守整備 

ステーションは屋外使用として設計されていますが、定期

的な検査が必要です。ステーションを検査するとき、以下

を行ってください。 

• ステーションエンクロージャに目に見える損傷また

は割れがないことを確かめます。 

• ステーションエンクロージャがきれいであることを

確認します。ちりやよごれを湿った布でふきます。 

• 開ける前にステーションが濡れていれば、水分をふ

き取ります。 

• すべてのケーブルに、ひび、切れ、割れなどの損傷

がないことを確認します。 

• ケーブルが依然としてしっかりと留められており、

導管が依然として無傷であることを確認します。 

• 少量のシリコーン油でゴムケーブルチャンネルの側

面と底部、およびケーブルチャンネルのケーブル部

分を給脂します。 

• すべてのケーブルに腐食がないことを確かめます。

湿気がステーション内にあったり、コネクターに腐

食の徴候がみられるなら、コネクターに WD-40®また

は同等の電子機器用腐食抑制剤をスプレーしてくださ

い。これは湿気を除き、さらなる腐食を防ぎます。

必ず湿気の源を突き止め、それを除いてください。

ケーブルチャンネルとカバーシールのところで湿気

が入ってこないか点検します。 

トラブルシューティング 

以下の表は、ロガーに関してよくみられる問題とその解決

方法を示したものです、 

問題 解決方法 

個々のセンサ

ーがHOBOware

の起動ロガー

(Launch 

Logger) 画面

で見つからな

い 

• センサーを取り外し、すぐに取り付けて

も、自動的に検出されないかもしれませ

ん。起動ロガー（Launch Logger）画面

の[更新(Refresh)] をクリックします。 

• センサーとロガー間で接続のゆるみがな

いか調べます。 

• ネットワークケーブル長が 100 m（328

フィート）を超えていないことを確認し

ます。 

すべてのセン

サーが

HOBOware の起

動ロガー 

(Launch 

Logger）画面

で見つからな

い 

一つのセンサーを除きすべてのセンサーを

取り外します。残ったセンサーが起動ロガ

ー（Launch Logger）画面で表示されるか

見ます（[更新(Refresh)] をクリックする

必要があるかもしれません。）不良センサ

ーが見つかるまで、一度に一本ずつセンサ

ーを付けたり外したりしてください。不良

センサーを見つけた場合、あるいはすべて

のセンサーが通信を行なっていないことが

分かった場合、Onset テクニカルサポート

にお問い合わせください。 

エラーLED が

点滅している 

• OKLED とこのＬＥＤが一緒に点滅してい

る場合、通信エラーがあったことになり

ます。システムは回復しましたが、断続

的に問題が起きるかもしれません。一度

に一つずつセンサーを点検し、前の問題

で述べたようにすべてのセンサーが通信

を行なっていることを確認します。不良

センサーを見つけた場合、あるいはすべ

てのセンサーが通信を行なっていないこ

とが分かった場合、Onset テクニカルサ

ポートにお問い合わせください。 

• この LED だけ点滅している場合、少なく

とも一つのセンサーが現在通信を行なっ

ていません。接続のゆるみを探してくだ

さい。接続のゆるみが見つかったなら、

障害を起こしているセンサーを取り外

し、そのワイヤーおよびコネクターの損

傷や湿気の痕跡を調べてください。 

• 一般に、このライトが点滅している時に

はデータを読み取り、問題を調査し、ロ

ガーを再起動することが推奨されていま

す。 

電池交換後に

バッテリー低

LED 

(Battery Low 

LED) が点滅

している 

• 電池交換の間、ステーションが USB 電源

に接続されていたなら、バッテリー低

LED はオフになりません。USB ケーブル

を切り離し、電池を外してから、電池を

再び取り付けてください。  

• 電極を確認してください。電池が正しく

取り付けられていることを確認してくだ

さい。 

• アルカリ電池とリチウム電池を組み合わ

せていないことを確認してください。電

池の種類を混ぜて使用しないでくださ

い。 

• 電池の使用期限を確認し、現在の日付か

ら少なくとも 2年先であることを確認し

てください。電池は、温度が上昇した状

態で保管すると、容量が著しく低下する

ことがあります。 

  

内部の取付け穴。結束バンドを使います。 

外部取り付け穴。

ネジとワッシャー

またはサドルクラ

ンプを使います。 

U ボルト 

内部の取付け穴。結束バンドを使います。 
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問題 解決方法 

電池がなくな

るのが早い 

• ロギングインターバルおよびサンプ

リングインターバルが少なくとも 1

分に設定されていることを確認して

ください。ロギングインターバルお

よびサンプリングインターバルが 1

分よりも短いと、バッテリー消費が

早くなります。詳細については、バ

ッテリー情報を参照してください。 

• 配線やセンサーの損傷を点検してく

ださい。損傷のあるケーブルやコネ

クターは、全体または部分的な短絡

を起こすことがあり、これによりバ

ッテリーの消費が早くなります。 

LED が点滅し

ていない 

• 電池に電力が残っていることを確認

してください。電池には、セルあた

り少なくとも 1V なければなりませ

ん。 

• メモリーがいっぱいになっている可

能性があります。ロガーを読み出

し、再び開始します。 

• 起動設定が、ロガーに読み込まれて

いない可能性があります。HOBOware

を使って、状態を確認します。 

OK LED が点

滅していない 

• 他の LED を点検してください。遅延

開始 LED（Delay Start LED）が点滅

している場合、選択した日付/時間ま

たは次のインターバルでログが開始

します。ボタン開始 LED（Button 

Start LED）が点滅している場合、ロ

ガーのボタンを 3 秒長押しすると記

録を開始します。 

• 起動設定が、ロガーに読み込まれてい

ない可能性があります。HOBOwareを使

って、状態を確認します。 

データファイ

ルを開けない 

データファイルが壊れている可能性が

あります。ロガーを再度読み出し、フ

ァイルを開いてください。それでも開

けない場合、Onset テクニカルサポート

にお問い合わせください。 

データファイ

ルにエラーが

含まれている 

特定のセンサーのデータがない場合、

センサーが正しく取り付けられていた

か確認してください。センサーのプラ

グを外し、再びプラグを差し込んでく

ださい。センサーがHOBOwareの起動ロ

ガーウィンドウ(Launch Logger 

window）に表示されることを確認して

ください。（更新（Refresh）ボタンを

クリックする必要があるかもしれませ

ん。)表示されない場合、Onset テクニ

カルサポートにお問い合わせくださ

い。 

HOBOware で

ロガーが見つ

からない 

• ロガーには、HOBOware の COM ポート

が必要です。 設定（Preferences）

を開き、通信（Communications）を

クリックしてください。デバイスの

種類（Device Types）の下で、「USB

およびシリアルデバイス（USB and 

serial devices）」が選択されてい

ることを確認します。シリアルポー

問題 解決方法 

ト（Serial Ports）の下で、すべて

の COM ポートが選択されていること

を確認します。OK をクリックして変

更を保存します。異なる Micro 

Station をコンピュータに接続するた

びに、このステップを繰り返す必要

があるかもしれません。 

• USB ケーブルが USB ポートに完全に差

し込まれていることを確認してくだ

さい。 

• 電池に電力があることを確認し、必

要なら交換してください。 

バッテリー情報 

ロガーの作動範囲の最も遠いところで作動させるには、ロ

ガーには、ユーザーが交換可能な 4個の 1.5 V 単三アルカ

リ電池、またはオプションとしてリチウム電池が必要で

す。ロガーが配置される周囲温度や、選択されたロギング

インターバルまたはサンプリングインターバル、そして接

続されたセンサーの数により、予測されるバッテリー寿命

は変化します。バッテリー寿命は、一般的なロギングイン

ターバル 1分、サンプリングインターバルを無効にした状

態で、あるいはロギングインターバルを 10 分、サンプリ

ングインターバルを 1分にした状態で、1年です。極端に

寒い場所や暑い場所、または 1分よりも早いロギングイン

ターバルまたはサンプリングインターバルで設置すると、

バッテリーの寿命が短くなる可能性があります。初期バッ

テリー条件および運転環境の不確実性のため、確実な予想

はできません。 

電池を交換するには： 

1. USB ケーブルが接続されているなら、それを取り外し

ます。電池交換の間、ステーションが USB 電源に接続され

ていると、バッテリー低表示がオフになりません。 

2. ロガーのドアを開けます。 

3. 古い電池を取り外します。 

4. 電極に注意しながら、4つの新しい電池を差し込み 

ます。 

 警告：リチウム電池の切開、焼却、85°C（185°F）以上

の加熱、または再充電はしないでください。ロガーが電池

ケースを損傷または破壊するような極端な熱や状況にさら

されると、バッテリーが爆発する可能性があります。化学

成分であれ寿命であれ、異なる種類の電池を混ぜて使用し

ないでください。電池が破裂または爆発する可能性があり

ます。ロガーまたはバッテリーを火の中で処分しないでく

ださい。バッテリーの内容物を水にさらさないでくださ

い。リチウム電池に関する現地の規定に従って、バッテリ

ーを廃棄してください。 
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